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行

方

市

の

水

道

事

業
行
方
市
水
道
事
業
の
概
要

行
方
市
の
水
道
施
設

　

行
方
市
の
水
道
は
、
平
成
17
年
９
月
の
合

併
以
来
、
旧
町
の
水
道
事
業
を
引
き
継
ぎ
運

営
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
水
源
は
地
下
水
と
県
企
業
局
か
ら

の
受
水
に
よ
り
、
水
道
水
を
皆
さ
ま
の
ご
家

庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

○
行
方
市
水
道
水
の
原
水
水
量
の
割
合

受　

水　

31
％

地
下
水　

69
％

○
市
民
１
人
が
１
日
に
使
う
水
道
水
量

２
９
６
㍑
（
お
風
呂
の
浴
槽
１
杯
分
位
）

　

行
方
市
の
水
道
施
設
は
、
水
道
水
を
つ
く

る
浄
水
場
が
10
施
設
、
県
か
ら
受
水
す
る
配

水
場
が
２
施
設
、
市
内
全
域
で
12
施
設
か
ら

な
り
、
平
成
24
年
度
で
は
年
間
３
７
１
万
㎥

の
水
道
水
を
給
水
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
水
場
で
つ
く
っ
た
水
道
水
を
皆

さ
ま
の
ご
家
庭
ま
で
お
届
け
す
る
水
道
管

の
延
長
は
７
０
０
㎞
で
す
。

安心安全な水道水を提供しています
主要統計  平成 25 年４月１日現在

項　目 数　値

行方市の人口 38,114 人

行方市の世帯数 12,511 件

給水人口 34,412 人

給水件数 10,369 件

普及率 90.29％

各家庭へ
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水
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配
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■ 浄水場のしくみ

水道施設の耐震化
　行方市の水道普及率は 90％を超え、市民生活に不可欠となっています。また、昭和 40 年代に整備した施設が
更新の時期を迎えています。
　平成 23 年３月の東日本大震災では、水道施設も甚大な被害を受け、多数の世帯で断水が発生するなど大きな
影響が生じました。水道施設の耐震性の確保や避難所等の重要施設への給水の確保、さらに、被災した場合でも
速やかに給水できる体制の確保が必要とされています。
■ 耐震化の状況
　「水道の耐震化計画等策定指針（厚生労働省）」に基づき、
昨年度、管路の耐震化の診断を実施しました。その結果を
踏まえ、水道施設整備計画を作成し老朽管や重要施設へ耐
震性のある管路を整備していきます。
■ 応急給水体制
　地震などの災害発生直後でも、必要最低限の飲料水を確
保できるよう、応急給水体制の整備を進めています。
○応急給水資材（確保状況）
　・給水用ポリ袋（５㍑）　4,800 個
　・給水タンク（2,000㍑）　１基
■ 水道水の備蓄方法
　地震・台風など、災害はいつ起こるかわかりません。
　災害時に最も大切なのは飲料水です。人が生きていくに
は１日３リットルの飲料水が必要です。「備えあれば憂いな
し」ご自宅でも家族の人数の３日分を目安に水道水を備蓄
しましょう。
○ 水道水の備蓄方法は
１．新しいポリ容器を用意し、水道水で十分に  
　洗浄します。
２．容器内に空気が残らないように水道水を満
　たし、フタを確実に閉めます。
３．直射日光が当たらない、風通しの良い場所
　を選んで保存します。保存期間は３日間が目
　安です。
４．保存期間が過ぎたら雑用水などに使用し、
　新しい水道水に取り換えてください。

◆耐震管の布設状況

平成 23 年度まで　 約 1.3㎞

平成 24 年度　　　 約 1.2㎞  

平成 25 年度　　　 約 1.7㎞予定

◆診断の主な内容
市内の水道管布設延長 700㎞のうち、下記の
水道管を更新する必要があります。

・病院、避難所等の重要給水施設　     ７㎞
・主要道路の布設管路　　　　　 　４５㎞
・老朽管の更新　　　　　　　     １２０㎞

最近の地震と水道の被害状況

地震名 発生日 最大震度 断水日数

阪神淡路大震災 平 成 ７ 年 １ 月 17 日 ７ 約 90 日

新潟県中越地震 平成 16 年 10 月 23 日 ７ 約 30 日

新潟県中越沖地震 平 成 19 年 7 月 16 日 ６強 20 日

岩手・宮城内陸地震 平 成 20 年 6 月 14 日 ６強 60 日

東日本大震災 平 成 23 年 3 月 11 日 ７ 約５ヵ月
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■
水
質
検
査
に
つ
い
て

　

安
心
し
て
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
配
水
系
統
ご
と
に
水
道
法
で
定
め

ら
れ
て
い
る
水
質
検
査
を
毎
月
行
っ
て
い

ま
す
。

■
水
道
水
中
の
放
射
性
物
質
検
査
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
食
品
（
飲
料

水
）
の
放
射
性
物
質
の
基
準
値
が
10
㏃
（
ベ

ク
レ
ル
）
／
㎏
に
な
り
ま
し
た
。

１ 

費
用
は
無
料
で
す
。

２ 

従
事
者
は
、
市
が
発
行
す
る
従
事
者
証
を

携
帯
し
ま
す
。
ご
不
審
が
あ
る
場
合
は
水

道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３ 

交
換
の
際
は
、一
時
的
に
断
水
に
な
り
ま
す
。

■
各
種
手
続
き

　

次
の
場
合
は
、
各
庁
舎
の
総
合
窓
口
ま
た

は
水
道
課
へ
の
お
届
け
が
必
要
で
す
。

１ 

水
道
の
開
栓
を
す
る
と
き

２ 

水
道
の
使
用
を
一
時
休
止
、
使
用
を
廃

止
す
る
と
き

３ 

売
買
、
贈
与
、
相
続
な
ど
で
使
用
者
ま

た
は
所
有
者
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

※
一
時
水
道
を
止
め
た
い
と
き

　

給
水
契
約
中
は
水
道
を
使
用
し
な
く
て

も
基
本
料
金
が
か
か
り
ま
す
が
、
長
期
間
ご

利
用
に
な
ら
な
い
と
き
は
「
休
止
届
」
の
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
料
金
は
か
か

り
ま
せ
ん
。

■
夜
間
・
休
日
の
水
道
の
ご
相
談
は

・
夜
間
、
休
日
に
、
や
む
を
え
ず
水
道
使
用

の
お
申
し
込
み
や
転
居
の
届
出
を
す
る
と
き

・
水
が
出
な
い
、
赤
水
が
出
る
等
の
問
い
合

わ
せ
を
す
る
と
き

・
道
路
な
ど
で
漏
水
を
発
見
し
た
と
き

連
絡
先
（
市
役
所
各
庁
舎
）

麻
生
庁
舎　

☎ 
０
２
９
９
（
７
２
）
０
８
１
１

北
浦
庁
舎　

☎ 

０
２
９
１
（
３
５
）
２
１
１
１

玉
造
庁
舎　

☎ 

０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

■
漏
水
の
発
見
方
法

１ 

ご
家
庭
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

２ 

左
図
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

を
見
て
く
だ
さ
い
。

３ 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転

し
て
い
る
場
合
は
漏
水
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
指
定
工
事
店
か

水
道
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
水
道
メ
ー
タ
ー
の
定
期
交
換
を
行
い
ま
す

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年

の
有
効
期
限
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
計

画
的
に
該
当
す
る
お
客
様
の
水
道
メ
ー
タ
ー

を
交
換
し
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
交
換
の
対
象
の

方
に
は
、
前
も
っ
て「
交
換
の
お
知
ら
せ
」
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

　

交
換
の
際
に
は
、
立
会
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
留
守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
の
日
常
業
務

放射性ヨウ素 放射性セシウム 採水日
Ｉ－ 131 Ｃｓ－ 134 Ｃｓ－ 137
不検出 不検出 不検出 ５／ ９
不検出 不検出 不検出  ６／ 13
不検出 不検出 不検出  ７／ 11
不検出 不検出 不検出 ８／ ８

  

水
道
水
中
の
放
射

性
物
質
の
検
査
を
各

浄
水
場
の
原
水
（
地

下
水
）
で
年
６
回
、

浄
水
で
年
６
回
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
企
業
局
か
ら
の

受
水
は
週
１
回
の
頻

度
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
市
の
水
道
水

か
ら
は
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
や
放
射
性
ヨ

ウ
素
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
飲
料
水

と
し
て
安
心
し
て
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
検
査
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
し
て
い
ま
す
。  

水道メーター

水道の修理は市指定工事店へ
指定工事店は市ホームページをご参照ください。

パ
イ
ロ
ッ
ト

☆口座振替のお申し込みをされますと、金融機関が
お客様に代わって水道料金を払い込んでくれます。

銀　　行…常陽銀行、筑波銀行

信用金庫…水戸信用金庫、佐原信用金庫

農　　協…なめがた農業協同組合

郵  便  局…ゆうちょ銀行

■ 水 道 料 金 の お 支 払 い は、 便 利 な 口 座 振 替 で

お客様

水道課

申し込み

金融機関

請求

支払い

料金のお知らせ
領収書

※『コンビニエンスストアで水道料金を納入できます』
　いつでも身近な場所で納入できる「コンビニ収納」を取り扱っております。是非、ご利用ください。
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■ 

水
需
要
の
動
向

　

行
方
市
の
人
口
は
、
平
成
17
年
９
月
の
合

併
時
に
は
４
万
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、

少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
人
口
減
少
傾
向
は
今

後
も
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
景
気
低
迷
を
背
景
に
、
事
業
者
の

経
費
節
減
の
取
り
組
み
や
家
庭
で
の
節
水
意

識
の
高
揚
な
ど
か
ら
水
道
使
用
量
は
伸
び
悩

み
、水
道
料
金
収
入
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

■ 

水
道
施
設

　

水
道
施
設
は
、「
行
方
市
水
道
事
業
経
営

認
可
」
に
基
づ
き
、
計
画
１
日
最
大
給
水
量

１
万
６
千
７
０
０
㎥
／
日
の
能
力
で
整
備
さ

れ
て
お
り
、
施
設
能
力
は
拡
張
の
必
要
は
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
水
道
の
運

営
に
は
、
地
下
水
の
取
水
か
ら
ご
家
庭
へ
の

給
水
に
至
る
ま
で
多
く
の
機
械
電
気
設
備
と

こ
れ
ら
を
監
視
・
制
御
す
る
た
め
の
計
装
設

備
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
設
備
更
新
等
の

維
持
・
補
修
を
行
い
、
安
定
供
給
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、
老
朽
化
が
目
立
つ
設
備
が
増

え
て
お
り
ま
す
。

■ 

耐
震
化

　

市
内
の
地
中
に
は
、
水
を
送
る
送
水
管
と

配
水
管
が
約
７
０
０
㎞
、
網
の
目
の
よ
う
に

張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
配
水
管
の
老
朽

化
に
対
す
る
更
新
工
事
や
近
い
将
来
発
生
が

想
定
さ
れ
て
い
る
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
の

耐
震
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

管
路
の
更
新
に
は
多
く
の
事
業
費
と
年
数
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

■ 

水
道
経
営

　

水
道
事
業
の
運
営
に
必
要
な
経
費
は
、
水

道
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

水
道
料
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
運
営
の
た

め
の
経
費
に
は
、
水
道
施
設
の
維
持
管
理
費

の
ほ
か
、
水
道
工
事
に
よ
る
借
入
金
返
済
の

費
用
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
水
道
料

金
は
こ
れ
ら
の
経
費
を
も
と
に
し
て
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
運
営
は
、
料
金
収
入
の
増
加

が
見
込
め
な
い
中
で
、
水
道
施
設
の
更
新
・

耐
震
化
な
ど
を
迎
え
る
た
め
、
経
営
基
盤
を

一
層
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
資
金
の
確
保
、
経
費
の
削

減
に
計
画
的
に
取
り
組
み
、
財
政
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
効
率
的
な
経
営
、
着
実

な
施
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

行
方
市
水
道
課　
　

行
方
市
玉
造
甲
３
４
５
２-

１
（
泉
配
水
場
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
９
９
（
５
５
）
１
１
０
８
（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
９
９
（
３
６
）
２
５
２
１

水
道
事
業
の
課
題

■ 水道豆知識
　常に安全で良質な水道水を供給しておりますが、長い間、家を留守にしたときや朝一番の水道水は、水道管
内に長時間滞留しており、消毒用の塩素が少なくなったり赤水の発生するおそれがあります。念のため、最初
のバケツ１杯程度は飲用以外にお使いください。

● 赤い水
　工事や断水などで、水道管の
水 の 流 れ や 圧 力 が 変 わ っ た と
き、蛇口から赤い水が出ること
があります。これは管の中の鉄
さびが原因です。

● 白い水
　水とともに小さな気泡が流れ
たためです。しばらくすると透
明になります。

● 塩素臭
　水道水には安全性を確保する
ために塩素（消毒用の薬）が入っ
ています。
　塩素の臭いが気になる場合は
冷やすとあまり気にならなくな
ります。

■ 水道料金

用途
基本料金 従量料金

水量 料金 １㎥につき １㎥につき

一般用

使用水量 10㎥まで

2,100 円 210 円

団体用 2,100 円 210 円

営業用 2,100 円 210 円

工場用 契約水量１㎥につき 30 円／日 35 円

■ メーター使用量および水道加入金
口径 メーター使用料 水道加入金

13 ｍｍ 90 円

20 ｍｍ 120 円 157,500 円

25 ｍｍ 150 円 220,500 円

30 ｍｍ 170 円 451,500 円 

40 ｍｍ 250 円 661,500 円 

50 ｍｍ 1,700 円 1,260,000 円 

75 ｍｍ 2,400 円 3,402,000 円

100 ｍｍ 2,400 円 その都度


